
本
書
の
著
者
は
、
人
も
知
る
日
本
漢
方
医
学
界
の
最
長
老
で
あ
り
、
北
里

研
・
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
名
誉
所
長
を
は
じ
め
と
し
て
東
洋
医
学
及

び
医
史
学
関
係
の
多
く
の
要
職
に
あ
り
、
斯
界
の
指
導
者
中
万
人
に
認
め
ら

れ
る
第
一
人
者
で
も
あ
る
。

昭
和
初
年
に
、
漢
方
医
学
が
衰
退
の
極
に
あ
っ
た
と
き
、
大
塚
敬
節
、
木

村
長
久
、
清
水
藤
太
郎
等
と
の
共
著
と
し
て
『
漢
方
診
療
の
実
際
』
を
著
し

て
南
山
堂
か
ら
発
行
し
た
。
時
に
昭
和
十
六
年
十
月
、
こ
の
書
こ
そ
、
漢
方

医
学
を
、
現
代
医
学
の
知
見
に
合
せ
て
解
説
し
た
書
物
の
嗜
矢
と
な
っ
た
。

以
来
著
者
は
、
多
く
の
著
書
を
著
す
と
共
に
、
種
を
な
る
漢
方
医
学
復
興

の
為
の
運
動
を
起
し
て
、
現
在
の
よ
う
な
東
洋
医
学
普
及
の
基
を
礎
い
た
の

で
あ
る
。

本
書
が
、
第
七
集
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
、
「
臨
床
三

十
年
漢
方
治
療
百
話
第
一
集
』
を
著
し
て
以
来
、
五
年
毎
に
続
篇
を
著
作
し

て
今
日
に
至
っ
た
が
故
で
あ
る
。

本
七
集
は
、
昭
和
六
十
年
に
第
六
集
を
発
行
し
た
あ
と
の
五
年
間
に
、
著

者
が
著
述
し
た
論
文
、
総
説
、
随
筆
そ
の
他
の
総
て
を
、
前
集
と
同
様
に
編

や
医
史
学
研
究
者
の
象
な
ら
ず
、
一
般
の
方
々
に
も
興
味
深
く
読
ん
で
戴
け

る
も
の
と
思
う
。

（
斎
藤
仁
男
）

〔
永
吉
の
眼
科
病
院
一
九
九
○
年
Ａ
五
判
一
三
六
頁
〕

矢
数
道
明
著
『
漢
方
治
療
百
話
第
七
集
』

集
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
序
文
の
中
で
は
、
五
年
間
の
メ
モ
迄
が
細
大
漏
ら

し
た
た

さ
ず
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
綿
密
且
正
確
な
こ
と
は
、
と
て
も
の
こ
と
に

凡
人
の
よ
く
真
似
の
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

自
序
に
、
昭
和
六
十
年
か
ら
六
十
四
年
・
平
成
元
年
に
至
る
問
の
各
年
度

毎
の
、
漢
方
界
の
行
事
と
著
者
と
の
か
か
わ
り
を
、
総
べ
て
記
録
し
て
い
る

の
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
文
は
、
第
一
編
治
療
篇
、
第
二
編
論
説
篇
、
第
三
編
随
筆
篇
、
第
四
編

叢
談
篇
、
そ
し
て
附
録
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

治
療
篇
は
、
更
に
頭
痛
・
片
頭
痛
・
メ
’
三
－
ル
病
、
眼
・
耳
・
口
・

歯
・
咽
、
喘
息
・
気
管
支
炎
・
気
管
支
拡
張
症
、
心
臓
疾
患
、
神
経
性
疾
患
、

胃
腸
疾
患
、
皮
膚
病
一
束
、
婦
人
科
疾
患
、
肝
臓
・
膵
臓
・
腎
臓
・
膀
胱
・

胆
嚢
・
高
血
圧
、
リ
ウ
マ
チ
・
痛
風
・
腰
痛
・
膝
関
節
症
、
そ
の
他
に
区
分

さ
れ
、
合
計
一
二
六
症
例
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
質
疑
応
答
（
治
療
関

係
）
「
日
本
医
事
新
報
よ
り
」
が
二
題
追
記
さ
れ
て
い
る
。

記
載
さ
れ
た
症
例
は
何
れ
も
、
臨
床
上
の
難
症
で
あ
る
。
従
っ
て
、
漢
方

医
療
を
、
臨
床
の
実
際
に
つ
い
て
習
得
し
よ
う
と
す
る
人
達
に
と
っ
て
、
こ

の
上
な
い
参
考
資
料
と
な
ろ
う
。

論
説
篇
は
、
主
に
漢
方
々
剤
の
運
用
な
ど
の
解
説
で
、
九
篇
に
わ
た
っ
て

い
る
。随

筆
篇
は
、
折
々
の
記
録
や
、
著
者
と
関
わ
り
の
深
か
っ
た
人
達
へ
の
思

い
出
と
追
憶
で
、
著
者
の
人
柄
の
し
の
ば
れ
る
名
文
集
で
あ
る
。

叢
談
篇
は
、
多
く
の
漢
方
先
哲
に
関
連
の
あ
る
考
証
の
論
文
や
、
漢
方
の

近
代
史
等
四
五
篇
に
及
ぶ
記
載
で
あ
り
、
何
れ
も
興
味
深
い
内
容
で
、
筆
者

な
ど
は
、
読
承
始
め
る
と
つ
い
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
た
。
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本
書
は
、
臨
床
六
十
年
と
の
副
題
が
あ
る
通
り
、
著
者
が
六
十
年
の
歳
月

を
、
漢
方
ひ
と
す
じ
に
過
し
た
歴
史
の
濃
縮
を
見
る
思
い
が
す
る
。
正
に
そ

れ
は
、
表
紙
の
黄
金
色
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

新
刊
紹
介
と
共
に
、
異
例
な
が
ら
、
著
者
六
十
年
の
業
績
に
、
感
謝
と
祝

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
山
田
光
胤
）

〔
医
道
の
日
本
社
．
一
九
九
○
年
七
五
六
頁
定
価
八
、
五
○
○
円
」

本
書
の
著
者
、
河
瀬
正
晴
氏
は
姫
路
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
製
剤
課
長

と
し
て
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
多
く
の
著
書
を
発
表
し
、
日
本
医
史
学
会
会

員
で
も
あ
る
篤
学
の
士
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
に
は
夛
目
？
認
！
》
路
切

手
で
綴
る
エ
イ
ズ
年
表
」
を
発
表
し
、
時
宜
を
得
た
出
版
と
し
て
注
目
さ
れ

た
こ
と
は
御
存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
。
今
回
、
同
氏
は
そ
の
専
門
的
知
識

を
生
か
し
て
『
輸
血
の
歴
史
Ｉ
人
類
と
血
液
の
か
か
わ
り
ｌ
」
を
出
版

し
た
の
で
御
紹
介
し
た
い
。

本
書
は
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
医
学
の
歴
史
を
人
類
と
血
液
の
か
か
わ
り

と
い
う
面
か
ら
光
を
当
て
た
ハ
ン
デ
ィ
ー
な
年
表
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ

う
Ｑ

著
者
は
輸
血
の
歴
史
を
五
つ
の
時
代
に
分
け
て
い
る
。
第
一
は
「
輸
血
学

の
先
史
時
代
」
で
人
類
が
血
液
を
神
秘
な
も
の
、
神
聖
な
も
の
と
崇
め
、
そ
の

河
瀬
正
晴
著

「
輸
血
の
歴
史
Ｉ
人
類
と
血
液
の
か
か
わ
り
ｌ
』

故
に
多
く
の
非
科
学
的
な
民
間
療
法
が
行
わ
れ
た
時
代
で
十
七
世
紀
の
初
め

ま
で
続
い
た
。
や
が
て
こ
の
時
代
は
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
の
血
液
循
環
の
発
見
に
は

じ
ま
る
第
二
の
時
代
、
「
輸
血
学
の
模
索
の
時
代
」
と
続
き
、
そ
れ
迄
飲
用

さ
れ
て
い
た
血
液
を
血
管
へ
「
輸
血
」
す
る
方
法
が
考
え
出
さ
れ
、
動
物
の

血
液
を
含
め
多
種
の
輸
血
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
「
潟
血
療

法
」
が
広
く
行
わ
れ
、
涛
血
に
よ
り
流
さ
れ
た
血
液
は
戦
争
に
よ
っ
て
流
さ

れ
た
血
液
よ
り
多
い
と
著
者
は
書
い
て
い
る
。
次
い
で
ラ
ン
ド
シ
ュ
タ
イ
ナ

ー
に
よ
る
血
液
型
の
発
見
に
は
じ
ま
る
第
三
の
時
代
、
「
真
の
科
学
的
輸
血

時
代
の
あ
け
ぼ
の
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
輸
血
法
は
格
段
の
進
歩
を
遂
げ
る
様

に
な
っ
た
。
又
関
連
科
学
の
発
展
に
伴
っ
て
抗
凝
固
剤
も
開
発
さ
れ
保
存
血

液
の
輸
血
が
可
能
と
な
り
、
輸
血
副
作
用
の
本
態
の
解
明
も
進
ん
で
、
こ
こ

に
人
類
は
は
じ
め
て
輸
血
の
恩
恵
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
六
年

に
は
シ
カ
ゴ
で
世
界
最
初
の
血
液
銀
行
が
設
立
さ
れ
第
四
の
時
代
、
「
輸
血

学
の
発
展
と
輸
血
検
査
法
の
確
立
の
時
代
」
に
到
達
す
る
。
こ
こ
で
著
者
は

そ
の
専
門
知
識
を
駆
使
し
て
成
分
輸
血
、
分
画
製
剤
更
に
輸
血
に
関
係
し
た

検
査
法
の
進
歩
を
詳
し
く
年
表
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
輸
血
の
重
要
性
が

益
々
認
識
さ
れ
る
一
方
、
輸
血
を
介
し
て
の
血
清
肝
炎
の
流
行
は
大
き
な
社

会
問
題
と
な
り
、
こ
こ
に
売
血
の
禁
止
、
献
血
に
よ
る
血
液
の
確
保
が
時
代

の
要
請
と
な
っ
た
。
年
表
は
一
九
四
九
年
、
時
の
連
合
軍
総
司
令
部
が
安
全

な
輸
血
対
策
を
指
示
し
、
こ
れ
に
応
え
て
一
九
五
二
年
日
赤
中
央
病
院
内
に

血
液
銀
行
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
ま
で
細
か
く
記
し
て
当
時
の
社
会
の
動
き
を

伝
え
て
い
る
。
最
後
に
著
者
は
現
代
を
第
五
の
時
代
、
「
輸
血
学
反
省
の
時

代
」
と
規
定
し
、
エ
イ
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
輸
血
感
染
症
の
発
生
は

輸
血
の
乱
用
に
対
す
る
警
鐘
で
あ
る
と
断
じ
、
「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
正
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